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(57)【要約】
本発明は、高容量、高剛性を有する大容量電池に適用可
能なポーチの構造に関し、凹状の収容空間を備える金属
材質のベースプレートと、前記ベースプレートの一面又
は両面に形成される高分子層を含む上部ハウジングモジ
ュールと前記上部ハウジングモジュールの下部面に結合
して前記収容空間を密閉する下部ポーチシートを含むこ
とを特徴とする。
【選択図】図2
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
凹状の収容空間を備える金属材質のベースプレートと、前記ベースプレートの一面又は両
面に形成される高分子層を含む上部ハウジングモジュール; 及び
前記上部ハウジングモジュールの下部面に結合して前記収容空間を密閉する下部ポーチシ
ートを含む二次電池用ポーチ。
【請求項２】
前記高分子層は CPP、 PE、 PP、ウレタン、 PET、PI、Nylon 及びこれらの組合せからな
る群から選ばれるいずれか1又は 2 以上の物質の混合物からなる強化層であることを特徴
とする請求項1記載の二次電池用ポーチ。
【請求項３】
前記強化層は前記ベースプレートの収容空間を基準に、
収容空間の反対側であるベースプレートの外部面は CPP、 ウレタン、 PET、 PI、 Nylon
 及びこれらの組合せからなる群から選ばれる物質で形成される第1強化層、及び
収容空間側であるベースプレートの内部面は PE、PP 及びこれらの組合せからなる群から
選ばれる物質層が少なくとも1層以上積層される構造で形成される第2強化層を含む請求項
2記載の二次電池用ポーチ。
【請求項４】
前記ベースプレートの内部面に形成される前記第2強化層は、少なくとも 2 以上の層で具
現される請求項3記載の二次電池用ポーチ。
【請求項５】
前記第2強化層は、ベースプレートの内部面と接触する第1物質層及び第1物質層上に形成
される第2物質層で構成され、前記第1物質層は第2物質層より高い融点を有する物質で構
成される請求項4記載の二次電池用ポーチ。
【請求項６】
前記第1物質層は、前記第2物質層より 20℃ ～ 30℃ 高い融点を有する物質で構成される
請求項5記載の二次電池用ポーチ。
【請求項７】
前記下部ポーチシートは、前記収容空間を密閉する構造として鉄(Fe)、 炭素(C)、 クロ
ム(Cr) 及びマンガン(Mn)の合金、 鉄(Fe)、 炭素(C)、クロム(Cr) 及びニッケル(Ni)の
合金、アルミニウム(Al)、銅(Cu)、これらの等価物及びこれらの組合せからなる群から選
ばれた物質で構成されるシートである請求項1記載の二次電池用ポーチ。
【請求項８】
前記上部ハウジングモジュールは、前記収容空間の内部に収容される電極組立体の電極と
連結されるタップが一体形構造で形成される一体形リードタップをさらに含むことを特徴
とする請求項1記載の二次電池用ポーチ。
【請求項９】
前記一体形リードタップは、前記上部ハウジングモジュールの一側に一対が形成される請
求項8記載の二次電池用ポーチ。
【請求項１０】
前記一体形リードタップは、前記上部ハウジングモジュールの一側及び他側の両方向に形
成される構造である請求項8記載の二次電池用ポーチ.
【請求項１１】
前記ベースプレートの厚さは 0.12mm ～ 0.3mmの範囲で具現する請求項1記載の二次電池
用ポーチ。
【請求項１２】
前記ベースプレートは Al、 Fe、 SUS、 高密度プラスチック及びこれらの組合せからな
る群から選ばれるいずれか一つで構成される請求項1記載の二次電池用ポーチ。
【請求項１３】
前記ベースプレートに積層される高分子層の厚さは、 80μｍ～200μｍであることを特徴
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とする請求項1記載の二次電池用ポーチ。
【請求項１４】
前記上部ハウジングモジュールの厚さは、0.2mm ～ 0.5mmの範囲で具現する請求項1記載
の二次電池用ポーチ。
【請求項１５】
前記下部ポーチシートは、150μｍ～180μｍ 厚さで構成される請求項1記載の二次電池用
ポーチ。
【請求項１６】
請求項1から請求項15のいずれか一項に係るポーチ内部に電極組立体を収容してなる二次
電池。
【請求項１７】
前記電極組立体は巻取形、スタック形及びスタック/フォールディング形構造からなる群
から選ばれる構造からなる請求項16記載の二次電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、高容量、高剛性を有する大容量電池に適用することができるポーチの構造に関
する。
【背景技術】
【０００２】
最近、充放電が可能で軽いながらもエネルギー密度及び出力密度の高いリチウム二次電池
がワイヤレスモバイル機器のエネルギー源で広く用いられている。また、 ガソリン車両
、ディーゼル車両など化石燃料を用いる既存内燃機関自動車の大気汚染及び温室ガス問題
を解決するための代替方案としてハイブリッド電気自動車(HEV)、 プラグインハイブリッ
ド電気自動車(PHEV)、バッテリー電気自動車(BEV)、電気自動車(EV) などが提示されてい
るが、リチウム二次電池はこのような内燃機関代替自動車の動力源としても注目されてい
る。
【０００３】
リチウム二次電池は、電解液の種類によって液体電解質を用いるリチウムイオン電池と高
分子電解質を用いるリチウムポリマー電池で分類され、電極組立体が収容される外装材の
形状により円筒状、角形又はポーチ型で分類される。
【０００４】
このうち、ポーチ型は金属層(ホイル)と前記金属層の上面と下面にコーティングされる合
成樹脂層の多層膜で構成されるポーチ外装材を用いて外観を構成するため、金属缶を用い
る円筒状又は角形より電池の重量を著しく減らすことができて電池の軽量化が可能であり
、 様々な形態への変化が可能であるとの長所がある。
【０００５】
このようなポーチ外装材は、直方形外装材を一辺の長手方向を基準に中間を折り綴って形
成された上部外装材と下部外装材からなるが、下部外装材にはプレス(press) 加工などを
介して電極組立体を収容するための空間部が形成される。下部外装材の空間部には主に板
形の正極、分離膜及び負極が積層された構造の多様な電極組立体が収容される。その次に
電解液を注入することになり、前記下部外装材空間部周囲の縁部と、ここに対応する上部
外装材の縁を密着させ、密着された部分を熱融着すれば密封された形態のポーチ型二次電
池が形成される。
【０００６】
図1には、従来の代表的なポーチ型二次電池の一般的な構造が分解斜視図として模式的に
示されている。
【０００７】
図1を参照すれば、 ポーチ型二次電池1は、 電極組立体10、 電極組立体10から延長され
ている電極タップ31、32、電極タップ 31、32に溶接されている電極リード51、52,及び電
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極組立体10を収容する電池ケース20を含むもので構成されている。
【０００８】
電極組立体10は、分離膜が介在された状態で正極と負極が順次積層されている発電素子で
あって、スタック形又はスタック/フォールディング形構造からなっている。電極タップ 
31、 32は、電極組立体10の各極板から延長されており、電極リード51、 52は各極板から
延長された複数個の電極タップ 31、 32と、 例えば、溶接によりそれぞれ電気的に連結
されており、電池ケース20の外部へ一部が露出している。また、電極リード51、 52の上
下面の一部には電池ケース20との密封度を高めると共に電気的絶縁状態を確保するために
絶縁フィルム53が付着されている。
【０００９】
また、多数の正極、負極タップ 31、 32が一体に結合されて融着部を形成することにより
、電池ケース20の内部上端は電極組立体10の上端面から一定距離ほど離隔されており、融
着部のタップ 31、 32はおおよそV字状に折曲されている(電極タップなどと電極リードの
結合部位を V-フォーミング(V-forming)41、42 部位と称することもある)。電池ケース20
はアルミニウムラミネートシートからなり、電極組立体10を収容することができる空間を
提供し、全体的にポーチ型状を有している。二次電池は、電池ケース20の収納部に電極組
立体10を内装し、電解液(図示しない)を注入した後、電池ケース20の上部ラミネートシー
トと下部ラミネートシートが接する外周面を熱融着させる過程を介して製造される。
【００１０】
このような二次電池は、自動車用又はエネルギーストレージ(storage)用中大型サイズの
電池に対する需要が高くなっており、このような中大型電池はセルの大型化、高エネルギ
ー化により引続き厚くなる傾向へ進んでいる。また、電池の並列連結数が少なくなってこ
そ、費用節減効果(モジュール、パック組立て及びセル単価の側面)を享受することができ
、セルの大容量化は加速される傾向である。
【００１１】
しかし、既存の大型ポリマー電池の場合、電極組立体を形成するセルのスタック(stack) 
数が多くて全体的な厚さが厚くなり、ポーチの成形(forming) 限界などの理由で一定厚さ
(5mm) 以下の電池にのみ製作可能な問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
本発明は、前述の問題を解決するために案出されたものであって、本発明の目的は、大容
量ポリマー電池を収容するポーチの構成を、上部には Al などからなるベースプレート上
に高分子フィルム層を具現した構造の上部ハウジングモジュールで具現し、下部は一般的
なポーチである Al などからなるフィルムを融着させた構造を提供し、スタック数が多い
高出力の電池貯蔵用途に適するように具現することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
前述の課題を解決するための手段として、本発明は凹状の収容空間を備える金属材質のベ
ースプレートと、前記ベースプレートの一面又は両面に形成される高分子層を含む上部ハ
ウジングモジュール; 及び前記上部ハウジングモジュールの下部面に結合して前記収容空
間を密閉する下部ポーチシート;を含む二次電池用ポーチを提供することができるように
する。
【００１４】
この時、前記高分子層はキャストポリプロピレン(CPP)、 ポリエチレン(PE)、 ポリプロ
ピレン(PP)、ウレタン、ポリエチレンテレフタレート(PET)、 ポリイミド(PI)、 ナイロ
ン(Nylon) 及びこれらの組合せからなる群から選ばれるいずれか一つ又は 2 以上の物質
の混合物からなる強化層である。
【００１５】
前記強化層は、前記ベースプレートの収容空間を基準に、収容空間の反対側であるベース
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プレートの外部面は CPP、 ウレタン、 PET、 PI、 ナイロン及びこれらの組合せからな
る群から選ばれる物質で形成される第1強化層、及び収容空間側のベースプレートの内部
面は PE、 PP 及びこれらの組合せからなる群から選ばれる物質層が少なくとも 1層以上
積層される構造で形成される第2強化層を含むことができる。
【００１６】
前記ベースプレートの内部面に形成される前記第2強化層は、少なくとも 2 以上の層から
なることができるが、第2強化層が2層で構成される場合は、第2強化層のうちベースプレ
ートの内部面と接触する第1物質層及び第1物質層上に形成される第2物質層で構成され、
前記第1物質層は第2物質層より高い融点を有する物質で構成されてもよい。
【００１７】
この時、前記第1物質層は前記第2物質層より 20℃～30℃ 高い融点を有する物質で構成さ
れることが好ましい。
【００１８】
前記下部ポーチシートは、前記収容空間を密閉する構造として、鉄(Fe)、 炭素(C)、 ク
ロム(Cr) 及びマンガン(Mn)の合金、 鉄(Fe)、 炭素(C)、 クロム(Cr) 及びニッケル(Ni)
の合金、アルミニウム(Al)、銅 (Cu)、 これらの等価物及びこれらの組合せからなる群か
ら選ばれた物質で構成されてもよい。
【００１９】
前記上部ハウジングモジュールは、前記収容空間の内部に収容される電極組立体の電極と
連結されるタップが一体形構造で形成される一体形リードタップをさらに含み、このよう
な一体形リードタップは前記上部ハウジングモジュールの一側に一対が形成されてもよく
、前記上部ハウジングモジュールの一側及び他側の両方向に形成される構造であってもよ
い。
【００２０】
前記ベースプレートの厚さは 0.12mm ～ 0.3mmの範囲であり、Al、Fe、SUS (steel use s
tainless)、高密度プラスチック及びこれらの組合せからなる群から選ばれてもよい。
【００２１】
前記ベースプレートに積層される高分子層の総厚さは 80μｍ～200μｍであり、上部ハウ
ジングモジュール全体の厚さは 0.2mm ～ 0.5mmの範囲であり得る。
【００２２】
また、前記下部ポーチシートは 150μｍ～180μｍ 厚さに構成されてもよい。
【００２３】
さらに、 本発明は、前述のポーチ内部に電極組立体を収容してなる二次電池を提供する
。
【００２４】
前記電極組立体は、巻取形、スタック形及びスタック/フォールディング形構造からなる
群から選ばれてもよい。
【発明の効果】
【００２５】
大容量ポリマー電池を収容するポーチの構成を、本発明のように行うことによりスタック
数が多い高出力の電池貯蔵用途に適するように具現することができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】従来の二次電池の構造を示した概念図である。
【図２】本発明に係る二次電池を構成するポーチの構造を示した断面概念図である。
【図３】本発明に係る二次電池を構成する上部ハウジングモジュール内部の強化層の積層
構造を示した断面概念図である。
【図４】本発明に係る二次電池の結合斜視図を示した図である。
【図５】本発明に係る二次電池の結合斜視図を示した図である。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００２７】
以下では、図を参照して本発明に係る構成及び作用を具体的に説明する。図を参照して説
明するにおいて、図面符号に係わらなく同一の構成要素は同一の参照番号を付与し、これ
に対する重複説明は略する。第1、第2などの用語は多様な構成要素を説明するために用い
られるが、前記構成要素は前記用語により限定されてはならない。前記用語は一つの構成
要素を他の構成要素から区別する目的だけで用いられる。
【００２８】
図2は、本発明に係る二次電池用ポーチの構造を示した断面概念図である。
【００２９】
図示された図を参照すれば、本発明に係る二次電池用ポーチは、電極組立体の収容空間を
備え、ベースプレート110の一面又は両面に高分子層111、112を形成する上部ハウジング
モジュール122と、前記上部ハウジングモジュール122の下部面に結合して前記収容空間を
密閉する下部ポーチシート120を含んで構成されてもよい。
【００３０】
特に、前記上部ハウジングモジュール122は 0.12mm～0.3mm 厚さの金属材質のベースプレ
ート110を成形して電極組立体の収容空間を形成する立体型 (Can type) 構造であり、前
記ベースプレートの表面にキャストポリプロピレン(CPP)、 ポリエチレン(PE)、 ポリプ
ロピレン(PP)、ウレタン、 ポリエチレンテレフタレート(PET)、 ポリイミド(PI)、 ナイ
ロン(Nylon) のうち選ばれるいずれか1又は 2 以上の物質の混合物となる強化層を備える
構造に具現されることが好ましい。併せて、前記ベースプレート及び強化層の総厚さは 0
.2mm～0.5mmの厚さに形成されてもよく、この場合、前記ベースプレートは Al、Fe、SUS
、高密度プラスチックのうちいずれかを利用することができる。
【００３１】
特に、 前記強化層は、前記ベースプレート110の収容空間を基準に、収容空間の反対側、
すなわちベースプレート110の外部面は CPP、ウレタン、PET、PI、ナイロンのいずれか一
つの物質で形成される第1強化層111が形成され、収容空間側のベースプレート110の内部
面は PE、 PP のいずれか一つの物質層が少なくとも 1層以上積層される構造で設けられ
る第2強化層112で構成されてもよく、前記第2強化層112は少なくとも2層以上の複層構造
に具現されてもよい。
【００３２】
さらに、前記第2強化層112が複層構造で具現される場合、図3のように、特にベースプレ
ート110の内部面と接触する第1物質層112a 及び前記第1物質層112a 上に形成される第2物
質層で構成され、前記第1物質層112aは第2物質層112bより相対的に高い融点を有する物質
で構成され得るようにすることが好ましい。特に、前記第1物質層112aは第2物質層112bよ
り 20℃ ～ 30℃ 高い融点を有する物質で構成されてもよい。このようにすれば、本発明
に係る下部ポーチシート120との加熱圧着工程で融点が相対的にさらに低い層が先に溶け
てシーリング性を高めるだけでなく、第1物質層112aは溶けなく、金属層(上部ハウジング
モジュールと下部ポーチシート) 相互間が直接的に接触することが発生しなくなる。すな
わち、金属層相互間の接触を抑制して絶縁特性を向上させることができる。
【００３３】
前記ベースプレートに積層される高分子層の総厚さは、 80μｍ～200μｍの範囲で形成す
ることができる。
【００３４】
前記下部ポーチシート120は、 前記収容空間を密閉する構造として、 鉄(Fe)、 炭素(C)
、クロム(Cr) 及びマンガン(Mn)の合金、鉄(Fe)、炭素(C)、クロム(Cr) 及びニッケル(Ni
)の合金、アルミニウム(Al)、銅(Cu) 又はその等価物のうち選ばれたいずれか一つの物質
で構成されるシートで形成されてもよく、一般にAlを用いることができる。また、前記下
部ポーチシートは、150μｍ～180μｍ 厚さに構成されてもよい。
【００３５】
前記上部ハウジングモジュールと下部ポーチシートにおいて、“上部”及び“下部”は相
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対的な概念として説明の便宜のためのものだけで、収容空間及び高分子層が備えられたハ
ウジングモジュールが必ずポーチシートの上部に位置しなければならないとの意味で理解
されてはならない。
【００３６】
図4 及び図5は、本発明に係るポーチシート内に電極組立体を挿入した構造の二次電池を
例示したものである。
【００３７】
本発明に係るポーチは、図2 及び図3で前述したように、金属材質のベースプレートを成
形して電極組立体を収容することができる収容部を形成し、ここに強化物質をコーティン
グした後、これを下部ポーチシートと熱的に融着させた構造で具現することができる。
【００３８】
図示されたように、本発明によるポーチシートの上部ハウジングモジュール122には、収
容空間の内部に収容される電極組立体の電極と連結されるタップが一体形構造で形成され
る一体形リードタップ113a、113bを形成することができ、図4に示された構造のように単
方向構造のリードタップだけではなく、 図5に示された構造のように両方向リードタップ
構造で具現することも可能である。前記一体形リードタップは缶構造(固形化された上部
ハウジングモジュール)を具現しながら、上部ハウジングモジュールに一体形で具現され
、これは追って組立工程で内部に電極組立体が装着される場合、別途の溶接工程なくても
挿入過程で直ぐタップと連結されるようにして、工程内の組立性を単純化させ得るように
することができる。
【００３９】
前述した本発明に係るポーチの内部には、様々な電極組立体が挿入可能であり、本発明で
適用される電極組立体は長いシート形の正極などと負極などを分離膜が介在された状態で
巻き取った構造のゼリー-ロール(巻取形) 電極組立体、所定大きさの単位で切り取った多
数の正極と負極を分離膜を介在した状態に順次積層したスタック形(積層形) 電極組立体
に区分される。好ましくは、スタック形構造とスタック/フォールディング形構造を挙げ
ることができる。前記スタック形構造は、当業界に広く公知されているので、本明細書で
それに対する説明は略する。前記スタック/フォールディング形構造の電極組立体に対す
る詳しい内容は、本出願人の韓国特許出願公開第2001-0082058号、第2001-0082059号及び
第2001-0082060号に開示されており、前記出願は本発明の内容に参照として併合される。
【００４０】
以下では、前述の本発明に従うポーチに挿入される電極組立体を構成する構成要素の具体
的な材料及び構成上の特徴を説明することにする。
【００４１】
以下では前述の本発明による実施例に適用される電極組立体を構成する構成要素の具体的
な材料及び構成上の特徴を説明することにする。
【００４２】
正極構造
本発明で前記単位電極は正極又は負極に区別され、前記フルセルとバイセルは前記正極及
び負極をその間に分離膜を介在させた状態で相互結合させて製造される。正極は例えば、
 正極集電体上に正極活物質、導電材及びバインダーの混合物を塗布した後、乾燥及びプ
レッシングして製造され、必要によっては前記混合物に充填剤をさらに添加することもあ
る。
【００４３】
 [正極集電体]
前記正極集電体は、一般に3～500μｍの厚さで作る。このような正極集電体は、 当該電
池に化学的変化を誘発することなく高い導電性を有するものであれば特別に制限されるの
ではなく、例えば、ステンレススチール、アルミニウム、ニッケル、チタン、焼成炭素、
又はアルミニウムやステンレススチールの表面にカーボン、 ニッケル、チタン、銀など
で表面処理したものなどが用いられてもよい。集電体は、それの表面に微細な凹凸を形成
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して正極活物質の接着力を高めることもでき、フィルム、シート、ホイル、ネット、多孔
質体、発泡体、不織布体など多様な形態が可能である。
【００４４】
[正極活物質]
前記正極活物質は、リチウム二次電池の場合、例えば、リチウムコバルト酸化物(LiCoO2)
、 リチウムニッケル酸化物(LiNiO2) などの層状化合物や1又はその以上の転移金属に置
換された化合物; 化学式 Li1+xMn2-xO4 (ここで、 xは 0 ～ 0.33である)、 LiMnO3、 Li
Mn2O3、LiMnO2 などのリチウムマンガン酸化物; リチウム銅酸化物(Li2CuO2); LiV3O8、 
LiFe3O4、V2O5、Cu2V2O7 などのバナジウム酸化物; 化学式 LiNi1-xMxO2 (ここで、 M = 
Co、 Mn、 Al、 Cu、 Fe、 Mg、 B 又は Ga であり、 x = 0.01 ～ 0.3 である)に表現さ
れる Ni サイト形リチウムニッケル酸化物; 化学式 LiMn2-xMxO2 (ここで、 M = Co、 Ni
、 Fe、 Cr、 Zn 又は Ta であり、 x = 0.01 ～ 0.1 である)、 又は Li2Mn3MO8 (ここ
で、 M = Fe、 Co、 Ni、 Cu 又は Zn である)に表現されるリチウムマンガン複合酸化物
; 化学式の Li 一部がアルカリ土金属イオンに置換されたLiMn2O4; ジスルフィド 化合物
; Fe2(MoO4)3 などを挙げることができるが、これらだけで限定されるものではない。
【００４５】
前記導電材は、通常的に正極活物質を含んだ混合物全体重量を基準に1ないし50 重量%に
添加される。このような導電材は、当該電池に化学的変化を誘発することなく導電性を有
するものであれば特別に制限されるのではなく、例えば、天然黒煙や人造黒煙などの黒煙
; アセチレンブラック、ケッチェンブラック 、チャンネルブラック、ファーネスブラッ
ク、ランプブラック、サーマルブラックなどのカーボンブラック; 炭素繊維や金属繊維な
どの導電性繊維; フッ化カーボン、アルミニウム、ニッケル粉末などの金属粉末; 酸化亜
鉛、チタン酸カリウムなどの導電性ウィスキー; 酸化チタンなどの導電性金属酸化物; ポ
リフェニレン誘導体などの導電性素材などが用いられ得る。
【００４６】
前記バインダーは活物質と導電材などの結合と集電体に対する結合に助力になる成分とし
て、通常、正極活物質を含む混合物全体重量を基準に1 ないし 50 重量%に添加される。
このようなバインダーの例では、ポリビニリデンフルオリド(polyvinylidene fluoride)
、ポリビニルアルコール、カルボキシメチルセルロース (CMC)、澱粉、ヒドロキシプロピ
ルセルローズ、再生セルローズ、ポリビニルピロリドン 、テトラフルオロエチレン、ポ
リエチレン、ポリプロピレン、エチレン-プロピレン-ジエンテルポリマー(EPDM)、 スル
ホン化 EPDM、 スチレンブチレンゴム、フッ素ゴム、多様な共重合体などを挙げることが
できる。
【００４７】
前記充填剤は、正極の膨脹を抑制する成分として選択的に用いられ、当該電池に化学的変
化を誘発せずとも繊維状材料であれば特に制限されるものではなく、例えば、ポリエチレ
ン、ポリプロピレンなどのオレフィン系重合体; ガラス繊維、炭素繊維などの繊維状物質
が用いられる。
【００４８】
負極構造
負極は、負極集電体上に負極活物質を塗布、乾燥及びプレッシングして製造され、必要に
応じて前記のような導電材、バインダー、充填剤などが選択的にさらに含まれてもよい。
【００４９】
 [負極集電体]
前記負極集電体は一般に3～500μｍの厚さに作られる。このような負極集電体は、当該電
池に化学的変化を誘発することなく導電性を有するものであれば特別に制限されるもので
はなく、例えば、銅、ステンレススチール、アルミニウム、ニッケル、 チタン、焼成炭
素、銅やステンレススチールの表面にカーボン、ニッケル、チタン、 銀などで表面処理
したもの、アルミニウム-カドミウム合金などが用いられてもよい。また、正極集電体と
同様に、表面に微細な凹凸を形成して負極活物質の結合力を強化させることもでき、フィ
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ルム、シート、ホイル、ネット、多孔質体、 発泡体、不織布体など多様な形態で用いら
れてもよい。
【００５０】
 [負極活物質]
前記負極活物質は、例えば、難黒煙化炭素、黒煙系炭素などの炭素; LixFe2O3(0≦x≦1)
、 LixWO2(0≦x≦1)、 SnxMe1-xMe'yOz (Me: Mn、 Fe、 Pb、 Ge; Me': Al、 B、 P、 Si
、 周期律表の 1族、 2族、 3族元素、 ハロゲン;0<x≦1; 1≦y≦3; 1≦z≦8) などの金
属複合酸化物; リチウム金属; リチウム合金; ケイ素系合金; スズ系合金; SnO、SnO2、P
bO、PbO2、 Pb2O3、 Pb3O4、 Sb2O3、 Sb2O4、 Sb2O5、 GeO、 GeO2、 Bi2O3、 Bi2O4 又
は Bi2O5 などの金属酸化物; ポリアセチレンなどの導電性高分子; Li-Co-Ni 系材料など
を用いることができる。
【００５１】
 [分離膜]
前記フルセルなどは長い長さの分離膜シート上に位置させた後、重畳部には分離膜シート
が介在される構造で巻き取るので、各フルセルなどは分離膜フィルムが介在された状態で
正極と負極が互いに対面するように積層しなければならない。前記分離膜シートは巻取り
の後、電極組立体を一回包む延長された長さを有することができ、分離膜シートの最外角
末端は熱融着されるかテープが貼られて固定されてもよい。例えば、熱溶接機又は熱板な
どを、仕上げられる分離膜シートに接触させて分離膜シート自体が熱により溶融されて接
着固定されるようにするものである。これに伴い、圧力が引続き維持されるようになるの
で、電極と分離膜シートの間の安定的な界面接触ができるようにする。
【００５２】
前記分離膜シート又はセルの正極と負極との間に介在される分離膜は絶縁性を現わし、イ
オンの移動が可能な多孔性構造であれば、その素材が特別に制限されるものではなく、前
記分離膜と分離膜シートは同一の素材であってもよく、その限りでなくてもよい。
【００５３】
前記分離膜又は分離膜シートは、例えば、高いイオン透過度と機械的強度を有する絶縁性
の薄い薄膜が用いられることもあり、分離膜又は分離膜シートの気孔直径は一般的に 0.0
1 ～ 10μｍであり、厚さは一般に5 ～ 300μｍである。このような分離膜又は分離膜シ
ートとしては、 例えば、 耐化学性及び疎水性のポリプロピレンなどのオレフィン系ポリ
マー; ガラス繊維又はポリエチレンなどで作られたシートや不織布などが用いられる。電
解質としてポリマーなどの固体電解質が用いられる場合は、固体電解質が分離膜を兼ねる
こともできる。好ましくは、ポリエチレンフィルム、 ポリプロピレンフィルム、又はこ
れらフィルムの組合せにより製造される多層フィルムやポリビニリデンフルオリド、ポリ
エチレンオキサイド(polyethylene oxide)、 ポリアクリロニトリル(polyacrylonitrile)
、又はポリビニリデンフルオリドヘキサフルオロプロピレン(polyvinylidene fluoride h
exafluoropropylene) 共重合体などの高分子電解質用又はゲル形高分子電解質用高分子フ
ィルムであり得る。
【００５４】
前記分離膜は、フルセル又はバイセルを構成するため熱融着による接着機能を有している
ことが好ましく、前記分離膜シートは必ずそのような機能を有する必要はないが、巻取工
程を容易に行うためには接着機能を有することを用いるのが好ましい。
【００５５】
また、本発明ではフルセル又はバイセルを構成するために一つの分離膜に電極を配置し、
これを一方向へ巻き取るか、ジグザグ方向へ巻き取った形態などの構造を例示したが、必
ずここに限定されるものではなく、多数の電極間に別途の分離膜を介在して積層した形態
でラミネーションする構造も適用可能なことは勿論である。
【００５６】
本発明による二次電池は、これを単位電池とする中大型電池モジュールに適用可能なこと
は勿論、電池モジュールを含む電池パックに適用される場合、 パワーツール(power tool
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); 電気車(Electric Vehicle、 EV)、 ハイブリッド電気車(Hybrid Electric Vehicle、 
HEV) 及びプラグインハイブリッド電気車(Plug-in Hybrid Electric Vehicle、 PHEV)か
らなる群で選ばれた電気車; イーバイク(E-bike); イースクーター(E-scooter); 電気ゴ
ルフカート(Electric golf cart); 電気トラック; 及び電気商用車からなる中大型デバイ
ス群で選ばれた一つ以上の電源に用いられ得る。
【００５７】
中大型電池モジュールは、多数の単位電池などを直列方式又は直列/並列方式で連結して
高出力大容量を提供するように構成されており、それについては当業界に公知となってい
るので、本明細書では関連説明を略する。
【００５８】
前述のような本発明の詳細な説明では具体的な実施例に関して説明した。しかし、本発明
の範疇から外れない限度内では多様な変形が可能である。本発明の技術的思想は、本発明
で記述した実施例に限って定められてはならず、特許請求の範囲だけでなく本特許請求の
範囲と均等なものなどにより定められなければならない。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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